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Uydrogenovibrdo 　 mantnus 駈H − 110 株 か ら の L2 型 RuBisCO の 精 製 及 び 性

質

（東 大 、農 化 ）　 ○ 鄭 　 覧 罷 、西 原 宏 史 、五 十 嵐 泰 夫 、児 玉 　 徹

【目 的 ｝　　 rrydrogenovibri 　o　marih
’
us

．
　MH − 110 株 は 西 原 ら

1 ）
に よ っ て 、海 洋 か ら 取

得 さ れ た 絶 対 独 立 栄 養 性 を 示 す 水 累 細 歯 で あ り 、 Ca1vin 　cycle に よ り 炭 酸 固 定

を 行 っ て い る 。今 回 我 々 は 、本 薗 よ り こ の サ イ ク ル の キ ー
エ ン ザ イ ム で あ り 、炭

酸 固 定 の 律 速 因 子 と な っ て い る と 考 え ら れ る Ribulo 爭e 　 1
， 5・・Eisphosphate （：arbo −

xylase ／Oxygenase （RuBisCO ｝を 精 製 す・る こ と を 試 み た 。

【方 法 】　 Ha ：Oz ：CO2 ＝ 7 ：1 ：1の ガ ス 組 成 下 で 独 立 栄 養 的 に 培 養 し た 菌 体 か ら粗 酵

索 液 を 調 製 し 、PEAE−Sepharose 　 CL −6E ・ Mono 　Q 、　 Gelflltration に よ っ て 精 製 を

行 っ た 。活 性 測 定 は Ribulose 　 1
， 5−Bisphosphate 〔RuB ？）を 基 質 と し た 1

　
4
’
CO2 の 取 り

込 み を 測 定 す る こ と に よ っ て 行 っ た 。

一【結 果 】　 ゲ ル ろ 過 及 び PAGE に よ り 、本 菌 の RuBisCO の 分 子 量 は 約 11 万 と 推

定 さ れ た 。 ま た 、 SDS −PAGE に よ り 、 こ の RuBisco は S サ ブ ユ ニ ッ ト を 持 た な い

L2 型 酵 素 で あ る こ と が 明 ら か に な っ た 。 N 一宋 端 か ら の ア ミ ノ 酸 シ ー ク エ ン ス

の 結 果 、 1thodospi 　rf 　J　1・　um 　rubrum の L2 型 RuBlsCO と 56 ％ の ホ モ ロ ジ ーが あ っ

た 。 各 基 質 に 対 す る 跏 値 は 、 （：Os ： O 。251rth9．　 Mg ”
； O ．32 皿 M ，　 RuBP ： 4 ．6 μ M で あ

っ た 。
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Rh．edOCOCCUS 皇一 の フ タ ル 酸 水 酸 化 酵 繁 の 精 製 と諸 性 質

（炭 化 水 紫 類 の 微 生 物特 異機 能 　 第 3 輜 ）

（工 技 院 。微 工 研 ） O 宋 森 明 夫、 倉 根 隆
一

郎、 冨 塚 登

【目 的 ⊃　 グ ラ ム 陽 性 細 菌 Rhodococcus − S − 1 は フ タ ル 駿 を プ ロ ト カ テ キ ン

酸 を 経 て 資 化 す る
11

。 フ タ ル 酸 資 化 性 グ ラ ム 陰性細 薗に よる フ タ ル 酸 の 初 期 酸 化 経 路 は 詳

斑 に 研 究 さ れ て い る が、 グ ラ ム 陽 性 細 菌 に よ る 初 期 酸 化 経 路 は 殆 ど 知 ら れ て い な い 。 そ こ

で 本 菌 の フ タ ル 酸 初 期 酸 化 経 路 を 明 ら か に す る た め、 ブ タ ル 酸 水 酸 化酵 繁 の 精 製 を 行 い、

酵 髴 化 学 的 性 質 を 検 討 し 艶。

【方 法 】　 供 試 菌 株 は 0 ．？X（VIV ） フ タ ル 酸 ジ ナ ト リ ウ ム （DP＞ 凝 含 む 墓 本 培 地 を 用 い 、 30

℃ に て 2 日 問 培 養 し 滬。 炭 紫 源 の 異 な る 墓 質 を 用 い て 培 養 し、 フ タ ル 酸 酸 化 酵 紫 系 の 誘 導

条件 の 検 討 を 行 っ k ． 本 酵 素 は菌 体 破碑 液 よ ゆ 、 60鑑飽 和 礒 安 分 画 、 Butyl疎 水 ク ロ マ トグ

ラ フ ィ
k ・、 ゲ ル 漉 過 な らさ ；e 　DEAE イ オ ン 交 換 ク ロ マ トグ ラ フ ィ

ーを 用 い て 精 製 し Fo 酵 棄

活 性 は DPを 甚 質 に 用 い 、 反 応 に 伴 う NADHの 消 黄 を分 光 光 度 ””　 tこ よ り定 量 測 定 し距 。

【結 果 】　 精 製 に ょ り 電 気 泳 動 的 に 単 一パ ン ド を 示 す 酵 棄 標 品 を得 拒 。 緒 製 酵 紫 の 分 子 量

は 5DS−PAGE で 5 ．6 × IO4 で あ り、　1 分 子 申 tz　F　A
’
D　1 分 子 を舎 ん で い 距 。 　 醇 紫 活

「
性 の 至 適 凶 は

6．5、　至 適潟 度 は 40 ℃ で あ り、 MR2 ’、　 Zn2→、　 Fe2 ＋

な ど に よ り 促 進 さ れ 、　 Pb2   Cu ε
  Hgt ’

に ょ り 阻 害 さ れ た。　本 酵 緊 を DP と 30 ℃ で 1 日 悶 反 応 さ せ る と、 4一ヒ ド ロ キ シ フ タル 酸 が 生

成 す る こ と が 確 認 さ れ た 。 本 菌 は フ タ ル 酸 を 資 化 す る と き に、　ビ リ．ジ ン ジ カ ル ポ ン 酸 を ジ

ヒ ド ロ キ シ 化 合 物 に Co・oxidati
’
on し な い こ と と併 せ て 、　 Pseudevaonas 属 細 菌 に おけ る フ タ

ル 酸 ジ オ キ シ ゲ ナ ーゼ を 介 在 U な い 初 期酸 化 経 路 を 脊 ず る も の と考 え ら れ る。
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